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32 問題（１）F ③ 父親と母親がともにもっている場合でも、息子は正常色覚になることがある。 父親と母親がともにもち発現している場合でも、息子は正常色覚になることがある。

37 問題（３）C ① 色は表面色と光源色の二つに大きく分けられます。 色は物体色と光源色の二つに大きく分けられます。

39 問題（７）F ③ アノマロスコープと呼ばれる検査器械を使って診断します。 アノマロスコープ検査ではなく、色相配列検査についての記述です。
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